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衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
外
国
人
技
能
実
習
生
の
失
踪
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

平
成
三
十
年
六
月
末
現
在
の
「
技
能
実
習
」
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
外
国
人
の
数
は
二
十
八
万
五
千
七
百
七
十

六
人
（
速
報
値
）
で
あ
る
。
ま
た
、
現
時
点
で
、
な
お
行
方
不
明
で
あ
る
技
能
実
習
生
の
人
数
に
つ
い
て
は
集
計
中
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
「
そ
れ
に
占
め
る
失
踪
者
の
割
合
」
に
つ
い
て
、
直
ち
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

国
籍
ご
と
の
「
技
能
実
習
」
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
外
国
人
の
数
に
占
め
る
行
方
不
明
と
な
っ
た
技
能
実
習
生

の
割
合
に
係
る
統
計
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
「
失
踪
者
の
割
合
が
多
い
出
身
国
」
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
が
、
平
成
二
十
九
年
に
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平

成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）
に
基
づ
き
監
理
団
体
等
か
ら
技
能
実
習
を
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
旨
の
報
告
が
あ

っ
た
技
能
実
習
生
の
う
ち
、
そ
の
原
因
が
技
能
実
習
生
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
者
の
国
籍
に
つ

い
て
は
人
数
の
多
い
順
に
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
及
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
ご
と
の
技
能

実
習
生
数
は
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
「
失
踪
者
の
割
合
が
多
い
・
・
・
業
種
」
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
す
る
こ
と
が

一



困
難
で
あ
る
が
、
当
該
報
告
に
よ
れ
ば
、
行
方
不
明
と
な
っ
た
技
能
実
習
生
の
人
数
が
多
い
職
種
の
順
に
、
耕
種
農
業
、
と

び
、
婦
人
子
供
服
製
造
と
な
っ
て
い
る
。
行
方
不
明
と
な
っ
た
技
能
実
習
生
に
係
る
出
身
国
や
業
種
以
外
の
事
項
に
つ
い
て

は
、
例
え
ば
、
「
技
能
実
習
生
の
失
踪
に
係
る
調
査
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
（
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
五
日
付
け
法
務
省

管
在
第
千
五
百
五
十
六
号
法
務
省
入
国
管
理
局
入
国
在
留
課
長
及
び
警
備
課
長
連
名
通
知
）
に
基
づ
く
「
技
能
実
習
生
の
失

踪
に
係
る
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
九
年
に
聴
き
取
り
を
行
っ
た
技
能
実
習
生
の
失
踪
の
動
機
は
、
低
賃
金
が
約
六
十

七
％
、
実
習
終
了
後
も
稼
働
を
希
望
し
た
が
約
十
八
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
技
能
実
習
生
に
賃
金
の
高
い
別
の
仕
事
を
紹
介
し
失
踪
を
促
し
、
仲
介
料
を
得
て
い
る
ブ
ロ
ー
カ
ー
」
に
つ

い
て
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
二
十
四
条
に
定
め
る
退
去
強
制
事
由

に
該
当
す
る
疑
い
の
あ
る
技
能
実
習
生
に
対
す
る
違
反
調
査
に
お
け
る
関
係
者
の
供
述
等
に
基
づ
き
、
例
え
ば
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
サ
イ
ト
を
通
じ
て
そ
の
よ
う
な
行
為
を
行
う
者
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
な
調
査
内
容

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
違
反
調
査
の
適
正
な
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し

控
え
た
い
。
な
お
、
御
指
摘
の
「
注
意
喚
起
」
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
技
能
実
習
機
構
が
作
成
し
て
い
る
技
能
実
習
生
手
帳

二



を
当
該
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
な
ど
し
て
行
っ
て
い
る
。

三


